
 

輸 送 動 向 に つ い て（９月分） 
 

平成１８年１０月 
 
１．輸送概況 
今月は上旬に中国地方の大雨による輸送障害が発生した他、中旬には強い台風１３号が九州に上

陸し、高速貨５１本、専貨１本が運休した。 

荷動きについては、上期決算を控えた下旬には需要の盛り上がりがあったものの、全般的に弱含

みで推移し、輸送量全体では前年比 99.2％となった。 

コンテナ貨物では、紙パルプ、積合せ貨物などが前年を上回ったものの、化学薬品、エコ関連物

資が前年を下回った他、一部メーカーの生産車種変更により一時的に出荷が抑制された自動車部品

及び民間流通米が減送となった農産品がやや低調に推移し、コンテナ全体では前年比 104.0％とな

った。 

車扱貨物では、石灰石及び化学工業品などが前年を上回ったものの、大幅な減送となった石油の

他、セメント、紙・パルプなどが前年を下回り、車扱貨物全体では前年比 90.7％となった。 

 

２．輸送実績 
（ 単 位 ： 千 ﾄ ﾝ 、 ％ ）

種 別 月 　 　 　 計 前 年 比 年 度 累 計 前 年 比

扱 別 本 年 実 績 前 年 実 績 本 年 実 績 前 年 実 績

コ ン テ ナ 1 ,9 8 7 1 ,9 1 1 1 0 4 .0 % 1 1 ,2 6 4 1 0 ,9 1 4 1 0 3 .2 %

車     扱 9 8 5 1 ,0 8 6 9 0 .7 % 6 ,1 8 0 6 ,5 3 3 9 4 .6 %

計 2 ,9 7 1 2 ,9 9 7 9 9 .2 % 1 7 ,4 4 4 1 7 ,4 4 7 9 9 .9 %  
３．品目別輸送実績表 
 

（単 位 ：千 ﾄﾝ、 ％ ）

扱   別 品      目 本 年 実 績 前 年 実 績 増 減 前 年 比

農 産 品 83 83 0 100.0%
生 野 菜 青 果 物 133 127 6 104.7%
化 学 工 業 品 196 187 9 104.8%
化 学 薬 品 140 147 -7 95.2%
食 料 工 業 品 291 287 4 101.4%

コ ン テ ナ 紙 パ ル プ 等 313 295 18 106.1%
他 工 業 品 140 133 7 105.3%
積 合 せ 貨 物 等 220 198 22 111.1%
自 動 車 部 品 57 55 2 103.6%
エ コ 関 連 物 資 35 36 -1 97.2%
そ の 他 379 363 16  104.4%
コ ン テ ナ 計 1,987 1,911 76 104.0%
石 油 563 680 -117 82.8%
セ メ ン ト 94 108 -14 87.6%
石 灰 石 71 50 21 140.4%
車 両 108 114 -6 95.1%

車      扱 紙 ・ パ ル プ 30 41 -11 73.3%
化 学 工 業 品 47 33 14 143.0%
そ の 他 71 60 11 118.5%
車 扱 計 985 1,086 -101 90.7%

合      計 2,971 2,997 -26 99.2%
（車 扱 の 品 目 別 輸 送 量 は 社 線 発 送 トン 数 も 含 む 数 値 、 本 年 は 速 報 値 、 前 年 は 確 報 値 ）  


